
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年11月14日

【四半期会計期間】 第80期第２四半期（自　平成25年７月１日　至　平成25年９月30日）

【会社名】 サンリン株式会社

【英訳名】 SANRIN CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　柳澤　勝久

【本店の所在の場所】 長野県東筑摩郡山形村字下本郷4082番地３

【電話番号】 ０２６３（９７）３０３０

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理本部長兼経理部長　　大槻　清人

【最寄りの連絡場所】 長野県東筑摩郡山形村字下本郷4082番地３

【電話番号】 ０２６３（９７）３０３０

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理本部長兼経理部長　　大槻　清人

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

　

EDINET提出書類

サンリン株式会社(E02841)

四半期報告書

 1/20



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第79期

第２四半期連結
累計期間

第80期
第２四半期連結
累計期間

第79期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（百万円） 13,460 14,175 33,902

経常利益（百万円） 276 523 1,076

四半期（当期）純利益（百万円） 113 301 584

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
142 318 612

純資産額（百万円） 13,858 14,454 14,328

総資産額（百万円） 21,555 21,971 22,577

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
9.31 24.59 47.74

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 64.2 65.7 63.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
780 760 1,128

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△203 △1,072 △923

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
70 △239 20

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
3,486 2,512 3,063

　

回次
第79期

第２四半期連結
会計期間

第80期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
2.66 12.72

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　

２【事業の内容】

  当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の連結子会

社）が判断したものであります。

　

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、全国的には「アベノミクス」効果による緩やかな回復基調と

なりましたが、米国の債務不履行問題等やや神経質な展開となり、特に当社グループの主な営業エリアである長野

県では、引き続き景気回復も実感に欠ける状況で推移いたしました。

　当社グループの主要事業でありますエネルギー業界におきましては、太陽光など再生可能エネルギー発電設備の

設置が促進されておりますが、原子力発電所の再稼働問題等楽観を許さない状況もあり、国のエネルギー政策につ

いては、なお注視して行く必要があります。

　このような状況のもと、当社グループは従来より提案してまいりました「エネルギーのベストミックス」によ

り、ＬＰガス・石油・太陽光発電等お客様の実情に即したトータルな提案営業を積極的に行い、エネルギー利用の

高効率化を推進する一方、徹底したコスト削減や適正利益の確保に努めてまいりました。

　当第２四半期連結累計期間の業績は、燃料類及び産業用太陽光発電設備の販売等が堅調に推移したことから、売

上高は、14,175百万円（前年同四半期比5.3％増）となりました。

利益面におきましては、エネルギー関連事業においては、仕入価格の変動に応じた適正な販売価格の設定や前期

と比較してＬＰガスの仕入価格変動による売上原価への影響が軽微であり売上総利益が増加したこと、青果事業に

おいて利益改善が図られたこと、経費面では退職給付費用の減少を含め経費の圧縮等により利益の確保に努めたこ

と等から、営業利益は446百万円（前年同四半期比169.7％増）、経常利益は523百万円（前年同四半期比89.3％

増）となりました。特別利益および特別損失を加減した税金等調整前四半期純利益は515百万円（前年同四半期比

119.2％増）となり、税金費用214百万円を控除した四半期純利益は301百万円（前年同四半期比164.8％増）となり

ました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①エネルギー関連事業

「エネルギー事業本部」と「環境事業本部」の二事業本部制のもと、自動車燃料を中心とした石油類、環境

負荷の低いＬＰガス並びに家庭用および産業用大規模太陽光発電設備等の再生可能エネルギーを含めたトータ

ルな提案営業を積極的に行い、「エネルギーのベストミックス」の理念に基づき、エネルギー利用の高効率化

を推進する一方、徹底したコスト削減や適正利益の確保に努めてまいりました。

　これらの結果、エネルギー関連事業における売上高は12,961百万円（前年同四半期比6.5％増）となりました。

　

②製氷事業・青果事業及びその他

製氷事業における売上高は201百万円（前年同期比1.7％減）、青果事業における売上高は832百万円（前年同

期比5.4％増）及び建設事業・運送事業等のその他の売上高は180百万円（前年同四半期比37.7％減）となりま

した。
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（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度

末と比較して550百万円減の2,512百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は760百万円（前年同四半期比2.6％減）となりました。これは主に売上債権の減

少額1,069百万円、減価償却費269百万円等の増加要素、および仕入債務の減少額486百万円等の減少要素によるも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により支出した資金は1,072百万円（前年同四半期427.1％増）となりました。これは主に、定期預金

の純減額154百万円等の増加要素、および投資有価証券の取得による支出1,002百万円、有形固定資産の取得によ

る支出251百万円等の減少要素によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により支出した資金は239百万円（前年同四半期は70百万円の獲得）となりました。これは主に長期借

入金の借入による収入30百万円等の増加要素、および配当金の支払額220百万円、長期借入金の返済額59百万円等

の減少要素によるものであります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,300,000 12,300,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株　

計 12,300,000 12,300,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 12,300,000 － 1,512 － 379
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　株式会社ミツウロコグループ

ホ　　

　ールディングス

　東京都千代田区外神田4-14-1 1,676 13.63

　リンナイ株式会社 　愛知県名古屋市中川区福住町2-26 712 5.79

　等々力　正敏 　長野県松本市 614 5.00

　曽根原　充夫 　長野県安曇野市 594 4.83

　株式会社八十二銀行 　長野県長野市大字中御所字岡田178-8 575 4.67

　東燃ゼネラル石油株式会社 　東京都港区港南1-8-15 500 4.07

　株式会社長野銀行 　長野県松本市渚2-9-38 458 3.72

　日本マスタートラスト信託銀

行　

　株式会社（管理信託口79212）

　東京都港区浜松町2-11-3 352 2.86

 須澤　孝雄 　長野県松本市 346 2.81

　長野県信用農業協同組合連合会 　長野県長野市南長野北石堂町1177-3 225 1.83

計 － 6,053 49.22

　（注）上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数は、全て信託業務に係る株式数であります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 16,000 －

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,251,000 12,251 同上

単元未満株式 普通株式 33,000 － 同上

発行済株式総数 12,300,000 － －

総株主の議決権 － 12,251 －

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

サンリン株式会社

長野県東筑摩郡山

形村字下本郷4082

番地3

16,000 － 16,000 0.13

計 － 16,000 － 16,000 0.13

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,857 4,152

受取手形及び売掛金 3,990 2,921

商品及び製品 1,371 1,627

仕掛品 11 24

原材料及び貯蔵品 222 243

繰延税金資産 148 115

その他 191 100

貸倒引当金 △27 △8

流動資産合計 10,767 9,178

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 8,180 8,351

減価償却累計額及び減損損失累計額 △6,459 △6,539

建物及び構築物（純額） 1,721 1,811

機械装置及び運搬具 4,366 4,396

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,726 △3,756

機械装置及び運搬具（純額） 640 639

工具、器具及び備品 2,424 2,451

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,113 △2,119

工具、器具及び備品（純額） 311 331

土地 5,761 5,739

建設仮勘定 94 9

有形固定資産合計 8,529 8,533

無形固定資産

その他 224 194

無形固定資産合計 224 194

投資その他の資産

投資有価証券 2,412 3,445

繰延税金資産 269 249

差入保証金 248 239

その他 206 207

貸倒引当金 △81 △77

投資その他の資産合計 3,056 4,065

固定資産合計 11,810 12,793

資産合計 22,577 21,971
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,706 2,241

短期借入金 3,033 3,044

1年内返済予定の長期借入金 79 37

未払法人税等 124 149

賞与引当金 239 156

その他 609 435

流動負債合計 6,794 6,063

固定負債

長期借入金 123 136

繰延税金負債 68 77

退職給付引当金 917 877

役員退職慰労引当金 142 154

資産除去債務 23 23

その他 179 183

固定負債合計 1,455 1,453

負債合計 8,249 7,517

純資産の部

株主資本

資本金 1,512 1,512

資本剰余金 1,248 1,245

利益剰余金 11,450 11,530

自己株式 △40 △8

株主資本合計 14,171 14,281

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 129 145

その他の包括利益累計額合計 129 145

少数株主持分 27 27

純資産合計 14,328 14,454

負債純資産合計 22,577 21,971
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 13,460 14,175

売上原価 10,436 11,024

売上総利益 3,023 3,150

販売費及び一般管理費

給料及び手当 906 892

退職給付費用 88 12

役員退職慰労引当金繰入額 16 13

その他の人件費 323 310

賞与引当金繰入額 141 128

貸倒引当金繰入額 22 △18

消耗品費 234 246

減価償却費 220 225

その他 903 893

販売費及び一般管理費合計 2,858 2,704

営業利益 165 446

営業外収益

受取利息 4 5

受取配当金 25 26

受取賃貸料 12 12

保険解約返戻金 29 －

持分法による投資利益 11 5

その他 44 44

営業外収益合計 127 93

営業外費用

支払利息 13 12

その他 3 3

営業外費用合計 16 15

経常利益 276 523

特別利益

固定資産売却益 5 9

補助金収入 4 －

特別利益合計 9 9

特別損失

固定資産売却損 － 1

固定資産除却損 9 4

投資有価証券評価損 11 1

減損損失 29 9

特別損失合計 50 16

税金等調整前四半期純利益 235 515

法人税等 121 214

少数株主損益調整前四半期純利益 113 301

少数株主損失（△） △0 △0

四半期純利益 113 301
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 113 301

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 27 15

持分法適用会社に対する持分相当額 1 1

その他の包括利益合計 28 16

四半期包括利益 142 318

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 142 318

少数株主に係る四半期包括利益 △0 △0
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 235 515

減価償却費 248 269

減損損失 29 9

貸倒引当金の増減額（△は減少） 17 △23

賞与引当金の増減額（△は減少） △64 △83

退職給付引当金の増減額（△は減少） 35 △39

投資有価証券評価損益（△は益） 11 1

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △224 12

受取利息及び受取配当金 △30 △31

支払利息 13 12

持分法による投資損益（△は益） △11 △5

固定資産除却損 9 4

固定資産売却損益（△は益） △5 △8

売上債権の増減額（△は増加） 1,509 1,069

たな卸資産の増減額（△は増加） △128 △289

差入保証金の増減額（△は増加） △17 9

仕入債務の増減額（△は減少） △473 △486

その他 △85 △86

小計 1,068 850

利息及び配当金の受取額 48 54

利息の支払額 △14 △11

法人税等の支払額 △331 △132

法人税等の還付額 10 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 780 760

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 247 154

有形固定資産の取得による支出 △376 △251

有形固定資産の売却による収入 5 20

投資有価証券の取得による支出 △9 △1,002

無形固定資産の取得による支出 △2 △7

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△71 －

貸付けによる支出 △3 △0

貸付金の回収による収入 7 14

投資活動によるキャッシュ・フロー △203 △1,072

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 357 10

長期借入れによる収入 47 30

長期借入金の返済による支出 △112 △59

配当金の支払額 △220 △220

少数株主への配当金の支払額 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 70 △239

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 647 △550

現金及び現金同等物の期首残高 2,838 3,063

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 3,486 ※1 2,512
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の変更

該当事項はありません。

（２）持分法適用の範囲の変更

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）　

 該当事項はありません。

（追加情報）

当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

 該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

連結会社以外の次の会社について、金融機関からの借入に対し保証を行っております。

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

ヨーケン㈱ 55百万円 ヨーケン㈱　 55百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 5,001百万円 4,152百万円

預入期間が３カ月を超える定期預金 △1,515 △1,640

現金及び現金同等物 3,486 2,512

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

　　　　　　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 221 18 平成24年３月31日 平成24年６月27日

利益剰余

金　　　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

　　　　　　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月９日

取締役会
普通株式 221 18 平成25年３月31日 平成25年６月26日

利益剰余

金　　　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

　 報告セグメント
その他
（注)

　

　

合計

　　
エネルギー
関連事業

製氷事業 青果事業  計

売上高　　

外部顧客への売上

高　

セグメント間の内
部売上高又は振替
高　
　

　　

　12,175

　696

　

　

　204

　－

　

　

　789

　－

　

　

　13,170

　696

　

　

　290

　407

　

　

13,460　

1,104　

　

計 　12,872 　204 　789 　13,866 　697 　14,564

セグメント利益又は損

失（△）
　83 　44 　△0 　127 　△5 　122

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送事業、建設事業等
を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（単位：百万円）

　利益 　金額

報告セグメント計 　127

「その他」の区分の利益 　△5

セグメント間取引消去 　56

のれんの償却費　 　△13

棚卸資産の調整額　 　0

四半期連結損益計算書の営業利益 　165

　

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

　 報告セグメント
その他
（注)

　

　

合計

　　
エネルギー
関連事業

製氷事業 青果事業  計

売上高　　

外部顧客への売上

高　

セグメント間の内
部売上高又は振替
高　
　

　　

　12,961

　890

　

　

　201

　－

　

　

　832

　－

　

　

　13,994

　890

　

　

　180

　470

　

　

14,175　

1,361　

　

計 　13,851 　201 　832 　14,885 　651 　15,536

セグメント利益 　347 　44 　24 　415 　△20 　395

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送事業、建設事業等
を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（単位：百万円）

　利益 　金額

報告セグメント計 　415

「その他」の区分の利益 　△20

セグメント間取引消去 　63

のれんの償却費　 　△13

棚卸資産の調整額　 　0

四半期連結損益計算書の営業利益 　446

　

　３．報告セグメントの変更等に関する事項

　前第３四半期連結会計期間から、「その他」に含まれていた「青果事業」について量的な重要性が増し

たため、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。従いまして、前第２四半期連結累計期

間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントに基づき作成したものを開示してお

ります。

　

　４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。　　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 9円31銭 24円59銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 113 301

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 113 301

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,240 12,264

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月11日

サンリン株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 轟　　芳英　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森田　　亨　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンリン株式会

社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成

25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンリン株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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